維明治八年夏六月　天皇将北巡以周覧山川之險夷親訪黎民

之疾苦先發數日内務卿大久保公利通奉　詔抵陸前石巻港港

之為地也北神川及衆水所匯聚河水與海潮相激闘洶湧澎湃變

動不測漕運者艱苦焉公視歎曰險哉水乎疏通浚鑿以袪民害豈

為無策耶是吾責也乃使土木局長石井省一郎按視之省一郎乃

■和蘭人長工師●杜崙籌畫討議遂建釃北神川鑿運河設閘門

剏開港口于野蒜以通漕◆之策會西陲事起而不果迨十一年復

奏前議　制曰可乃以十月八日始行起工式發工即役釃北神川

鑿運河建閘門于牡鹿郡高屋敷其制用磚凡五十萬用石八萬尺

立方木材鐵鋼等稱之高二十一尺長百六十六尺幅二十七尺基

礎入地各十二尺設兩扇於前後時▲閉節蓄泄以便漕運運河長

四万五千三百六十尺河底之廣四十二尺南達桃生郡深川野蒜

港口作繋舶場凡九千歩蓄水平均十有四尺足以容鉅舶三十隻

許又築石堤海澨長七百六十尺闊三十有三尺以資舩舶出入焉

　　年　　月訖工堅牢鞏固若天造地設然此役也工徒雲集

負畚揮鍤伐山浮海一時並興財用咸出■官而不賦民畊丁罝人

拱手駭觀大業於是乎濟矣風帆浪舶往来乎蒼波銀濤之間者若

坐牀第悍流變為怙波怨聲化為謳歌▼老童稚打舞讙呼衆庶相

率膽仰　鑾輅以唱萬歳所謂徯我后后来其蘇此之謂與宮城縣

令松平正直名閘門曰石井閘盖以石井氏董督工事克就此大業

也併列服工事官僚姓名以勒石俾後世知　朝廷深仁厚澤撫民

之德百僚盡瘁報效奉上之誠焉銘曰

北神之水　蕩險為夷　波瀾不駭
驅蛟逐螭　大利舟檝　以嗇無涯
民有餘粟　養老哺兒　何以報德

仰瞻朝曦　四海為壑　鄐孟奚疑
美矣盛德　永鞏邦基

　宮城縣大書記官従六位成川尚義撰

内務四等属　黒澤敬德　　内務十等属　松良盤植

内務五等属　中村義也　　内務十等属　青木敬三

内務七等属　中山孝敬　　内務十等属　金谷市三

内務七等属　山岸　觀　　内務十等属　渡邉嘉一郎

内務八等属　本多　保　　御用掛　小山義重

宮城縣九等属　寺西重純

　　　　　　　　東京桂洲伊藤信平謹書

　　　　　　　　　　　　　　　　　下田喜成◇

■・・・判読不能

●・・・璠の番のノをとる

◆・・・運の冖のかわりに車を勹の中に入れる

▲・・・启偏に攵　　

▼・・・黧の灬をとる

◇・・・金偏に隹に乃（携の手偏を金偏にする）意味は鐫

（注）

牡鹿郡案内誌、碑文拓本、起業公債并起業景況第三回報告復刻版を参照しつつ、現地碑文を確認し作成した。碑文文字に損傷のあること、意味がわからないこと等から表記してある文字についても不確実である。

赤字・・不明瞭であるが、文献等から推定した。

青字・・最も近い文字をあてた。

